
 

 

中部経済同友会 2 月産業懇談会火曜グループ 

日時:令和 7 年２月４日（火） 12:00～14:00  

場所:名古屋観光ホテル ２階 曙(西)の間  

講演テーマ:「警備業の生い立ちと ALSOK の目指すもの」 

中央綜合警備保障 取締役社⾧ 松本健一郎様 

名古屋駅地下街エスカの警備を⾧年継続中ーーーー 

最近の住宅侵入の手口:40 年間での変化 

 40 年前 出稼ぎ外国人（ 中華系、中東系） →   インターネット 

 30 年前 ピッキング（日本人） 

 20 年前 暴力団対策法（暴力団の住宅侵入チーム制） →  情報の闇市場 

 10 年前 オレオレ詐欺（愛知県内被害額 40 億円） 

現在   トクリュウ 闇バイト → しかし、侵入盗犯件数は 80％減少している 

中警察署:中区管内の高層マンションへの侵入が増加している 

 ・バールにかなう住宅扉、サッシはありません → あえて言えば木製引き戸 

 ・５分持ちこたえれば 70％が諦める 

 ・情報管理に気配りをすることが重要 

警備業界は 

① 岩盤規制業界（警備業法）すぐに許可取り消しになってしまう 

② 政治家との結びつきが弱い（国家公安委員会）・・・やばい 

③ 規制が強いが故に寡占化が著しい（機械警備） 

④ しかし、全体的には参入障壁は低い 

警備法あれこれ 

 ・変更があった場合:20 日以内 取締役の住所、連絡先 → 守れなければ許可取り消し 

 ・２５分以内 ２５分以内に対応  → 守れなければ許可取り消し 

 ・デジタル化の波 

市場規模  

 売上:3 兆 4 千億円  

 警備員:６０万人（＠57 万円）  

 業者数:1 万 1 千社 

創業者の話 

SECOM  創業者 飯田亮 民間から 

ALOSOK  創業者 村井順官僚（内務省→警察庁） 内閣情報調査室 東京オリンピック事務局⾧ 

ALSOK の目指すもの 

１．大規模災害の対応について 

 東日本大震災 現金回収業務 セブン銀行 

 能登半島地震 船舶の警備  

  熊本地震  

2．災害に対する取り組み 

  避難所運営業務を受託 

そのほかとして鳥獣被害対策、介護事業、ロボット 






